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５月・６月の主な活動の様子 

放課後に子どもたちの学習の場を設け、地域の教員免

許保持者(退職教員等)５名のもとで、子どもたちに学習支

援活動をすることにより、子どもたちが地域社会の中で、健

やかに成長することを目的とし、今年は春木川小学校５・６

年生の計８人が参加しています。 

 

５月１９日(金)の第１回は、原野彰子さんを講師にお迎

えして「絵手紙」教室を開催しました。初めて「絵手紙づく

り」をする方やベテランの方などいろいろな方が参加してく

ださいましたが、出来上がった作品は、どれも個性豊かな

素晴らしいものばかりでした。 

６月９日(金)の第２回は、板井佐奈枝さんを講師にお迎

えして「筆あそび」教室を開催しました。今回は、うちわに好

きな絵や文字を書いてみました。参加者全員での脳力トレ

ーニングから始まり、最後まで笑い声のたえないとても楽し

い教室になりました。参加してくださった方々ありがとうござ

いました。 

第３回は、「フエルトで小物づくり」教室を開催します。 

 

今年度からの新しく始まった「センターチャレンジ教室」

【前期(温泉学)全３回】の第１回は、別府史談会副会長の

恒松 栖(すみか)さんを講師にお迎えしました。温泉の発

見、室町・江戸期の温泉などの「別府の歴史」を丁寧かつ

詳しく教えていただきました。長年にわたり別府で暮らして

いるのですが、まだまだ知らないことばかりで、とても学習に

なる充実した時間となりました。 

第２回は「温泉都市別府の発展」、第３回は「温泉と産

業」を開催します。ぜひご参加ください。 

 

平成２９年度「春木っ子」学習室開級式 

 

平成２９年度 第１回・第２回 じんけんふれあい教室 

 

平成２９年度 第１回センターチャレンジ教室 

 

第１回 

 

第２回 
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～７月・８月の行事予定～ 
 
☆「春木っ子」学習室 ☆         ☆ じんけんふれあい教室 ☆ 
   １５：１０～１６：３０            ７月１４日（金）１０：００～１２：００      

    ７月 ５日・１２日・１９日          「フエルトで小物入れづくり」 

  (夏休み期間中) １０：００～１１：２０        講師  人権同和教育啓発課職員  

７月３１日 

８月 １日・ ２日・２８日・２９日     ☆ センターチャレンジ教室 ☆  

☆ 人権ミニ講座 ☆               ７月２４日（月）１０：００～１２：００ 

７月２０日（木）１０：００～１１：３０     「温泉学」（第３回目）                     

「子どもと人権」                 別府史談会  恒松 栖さん・外山 健一さん                

地域子育て支援センター 

にじの広場 代表 村田広子さん                                

 

 
             

８月は「差別をなくす運動月間」です。 

 １９６５(昭和４０)年８月、「同和問題は人間の自由と平等に関する問題であり、日本国憲法に

よって保障された基本的人権に関わる問題である」、「早急な解決こそ国の責務であり、同時に国

民的課題である」とうたった同和対策審議会答申が出されました。これを機に、大分県では答申

が出された８月を『差別をなくす運動月間』と定めています。 

 

『差別をなくす市民の集い』 

●と き  ８月２２日（火）１３：３０～１５：３０ 

●ところ  別府市ビーコンプラザ３階 国際会議室 

   ●演 題    「同和問題について」(仮題) 

●講 師  (公社)福岡県人権研究所副理事長  堀内 忠さん 

 ◆どなたでも入場できます。 
◆託児サービスを行います。 

 
        

一人ひとりが同和問題（部落問題）を理解する事が大切です。 （前号の続き） 
 

３ 賤民廃止令（解放令）の公布 

 近代国家の体制づくりをしようとした明治新政府は、江戸時代の身分制度を廃止し、１８７１（明治４）

年にいわゆる解放令（太政官布告）を出しました。 

解放令によって、制度的な身分に基づく職業や居住の制限は廃止されましたが、職業の保障、生活環境の

改善、国民のなかにある因習や差別意識（偏見、排除、忌避行動）などの実質的な差別の解消については、

十分には取り組みませんでした。 

また、１８７２（明治５）年に編成された最初の近代的な壬申（じんしん）戸籍には、それまでの差別的

身分の呼称等が記載されていました。 

この解放令により、法律・制度の上では平等になったものの、各地で解放令に反対する要求を掲げた反対

一揆が起こるなど、同和地区（被差別部落）に住む人々は様々な厳しい差別を受け続けてきました。しかも、

それまで同和地区（被差別部落）に住む人々が携わってきた皮革産業や履物業などの部落産業に大資本が進

出し、かえって経済的に苦しくなった人々も多くなったともいわれています。 (次号につづく) 

 

  


